
き
盛
大
な
会
と
な
る
よ
う
、
全
員
野

球
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
特

筆
す
べ
き
点
は
、
執
行
部
及
び
当
番

幹
事
が
一
致
団
結
し
連
携
で
き
た
こ

と
で
、
こ
の
よ
う
に
多
数
の
同
窓
生

に
ご
参
加
い
た
だ
け
た
も
の
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
開
設

し
た
寄
贈
文
庫
『
大
志
文
庫
』
の
推

進
等
、
今
後
も
関
東
同
窓
会
は
母
校

と
の
交
流
を
深
め
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。」

　

次
に
総
会
次
第
に
沿
っ
て
、
会
計

監
査
報
告
及
び
こ
の
１
年
間
の
関
東

同
窓
会
の
様
々
な
活
動
報
告
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
多
数
ご
出
席
い
た
だ
い
た

ご
来
賓
の
中
か
ら
、
後
藤
輝
美
校

長
、
首
藤
勝
次
竹
田
市
長
、
後
藤
眞

二
同
窓
会
会
長
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

後
藤
校
長
か
ら
は
「
本
会
へ
の
現

役
大
学
生
の
ご
招
待
、
ま
た
修
学
旅

（
文
・
和
田
典
久
（
昭
60
年
卒
））

　

早
く
も
梅
雨
明
け
を
思
わ
せ
る
か

の
よ
う
な
初
夏
の
日
差
し
が
眩
し
い

平
成
28
年
７
月
２
日
㈯
、
第
30
回
竹

田
高
等
学
校
関
東
同
窓
会
総
会
が
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
ヒ
ル
市
ヶ
谷
に
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
第
30
回
の
節
目
の
同
窓
会

で
あ
り
、
ま
た
間
近
に
迫
っ
た
リ
オ

五
輪
の
お
祭
り
ム
ー
ド
の
相
乗
効
果

も
あ
っ
て
か
、
総
勢
２
６
４
名
と
い

う
多
数
の
同
窓
生
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

総
会
は
こ
の
１
年
に
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
物
故
者
へ
の
黙
祷
、
司
会

の
井
手
幹
事
長
に
よ
る
開
会
宣
言
に

よ
り
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
松
良
関
東
同
窓
会
会
長
よ

り
あ
い
さ
つ
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
昭
和
25
年
に
竹
田
会
が
発
足
、

昭
和
63
年
に
関
東
同
窓
会
と
し
て
独

立
、
諸
先
輩
方
の
ご
指
導
の
も
と
、

今
年
で
30
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
30
周
年
の
記
念
の
会

と
し
て
、
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ

行
で
の
企
業
訪
問
や
『
大
志
文
庫
』

の
開
設
等
、
関
東
同
窓
会
の
日
頃
か

ら
の
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
今
日
は
２
点
お
話
し
し
ま
す
。

１
点
目
は
進
学
や
部
活
動
の
状
況
で

す
が
、
難
関
大
学
へ
の
複
数
合
格
や

山
岳
部
の
27
回
連
続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場
等
、
竹
田
高
校
は
黄
金
期
を
迎

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
２
点

目
は
、
地
域
の
高
校
は
生
き
残
り
を

か
け
た
状
況
に
あ
り
、
竹
田
高
校
は

生
き
残
り
の
中
で
一
番
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
地
域
と
連
携
し
小
中

学
校
や
地
域
の
皆
様
、
行
政
に
も
お

力
を
い
た
だ
き
、『
竹
田
高
校
は
永

遠
に
不
滅
で
す
』
と
次
年
度
に
宣
言

で
き
ま
す
よ
う
ご
支
援
（
エ
ー
ル
）

を
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。」
と
ご
あ
い
さ
つ
が
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

首
藤
市
長
か
ら
は
「
４
月
の
熊
本

大
分
大
震
災
で
の
竹
田
の
被
害
は
そ

う
大
き
く
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
風

評
被
害
に
よ
る
キ
ャ
ン
セ
ル
が
あ
り

３
億
円
を
超
え
る
実
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
た
だ
し
７
月
に
災
害
復
興
を

目
的
と
し
た
旅
行
ク
ー
ポ
ン
が
発
行

さ
れ
ま
す
。
観
光
客
回
復
に
向
け

た
政
府
の
対
策
で
あ
り
、
熊
本
大
分

で
は
７
割
補
助
と
な
り
ま
す
。
こ
の

全
員
そ
ろ
っ
て
圧
巻
の
記
念
撮
影
。
こ
の
写
真
は
大
分
合
同
新
聞
の

紙
面
を
飾
っ
た
（
撮
影
・
大
分
合
同
新
聞
社
）

関東同窓会・松良会長竹田高校・後藤校長

竹田市・首藤市長

関東同窓会創立30周年を盛大に祝う

総会・懇親会を挙行‼
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考
え
て
い
ま
す
。」
と
ご
あ
い
さ
つ

を
い
た
だ
き
総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

今
回
の
同
窓
会
の
記
念
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る
音
楽
劇
「
瀧
廉
太
郎
物
語
」。

前
年
９
月
か
ら
始
め
た
当
番
幹
事

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
記
念
イ
ベ
ン
ト

の
演
目
選
定
は
一
番
の
悩
み
の
種
で

し
た
。

　

30
周
年
の
記
念
に
な
る
も
の
、
竹

田
に
関
係
あ
る
も
の
、
母
校
の
生
徒

に
も
還
元
で
き
る
も
の
等
、
い

ろ
い
ろ
な
観
点
か
ら
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
提
案
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

何
度
目
か
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

の
際
、
執
行
部
役
員
よ
り
以
前

竹
田
会
で
上
演
さ
れ
た
音
楽
劇

に
非
常
に
感
動
し
た
と
の
、
本

当
に
ち
ょ
っ
と
し
た
世
間
話
が

あ
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
音
楽

劇
の
制
作
に
関
わ
る
桐
朋
学
園

芸
術
短
期
大
学
に
当
番
幹
事
の

メ
ン
バ
ー
が
奇
遇
に
も
勤
務
し

て
お
り
、
出
演
交
渉
等
も
ス

ム
ー
ズ
に
進
み
、
あ
れ
よ
あ
れ

よ
と
い
う
間
に
音
楽
劇
「
瀧
廉

太
郎
物
語
」
が
今
回
の
記
念
イ

ベ
ン
ト
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

決
定
し
て
か
ら
は
記
念
イ
ベ

ン
ト
と
い
う
こ
と
で
懇
親
会
で

の
上
演
可
能
時
間
の
40
分
版
に

新
た
に
リ
メ
イ
ク
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

今
回
の
同
窓
会
で
実
際
に
上

演
さ
れ
た
音
楽
劇
「
瀧
廉
太
郎

物
語
」。
あ
え
て
詳
細
な
上
演

内
容
は
記
載
し
ま
せ
ん
が
、
あ

ク
ー
ポ
ン
に
よ
る
経
済
効
果
が
き
っ

と
竹
田
を
元
気
づ
け
て
く
れ
る
と
信

じ
て
お
り
ま
す
。」
と
復
興
に
向
け

た
力
強
い
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

後
藤
同
窓
会
会
長
か
ら
は
「
竹
田

高
校
は
２
０
１
７
年
に
創
立
１
２
０

周
年
を
迎
え
ま
す
。
１
８
９
７
年
開

校
以
来
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平

成
と
豊
肥
地
区
の
最
高
学
府
と
し
て

２
６
、０
０
０
人
余
り
の
卒
業
生
を

輩
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同
窓
会

と
し
て
も
こ
れ
だ
け
素
晴
ら
し
い
高

貴
あ
る
歴
史
と
伝
統
を
持
つ
竹
田
高

校
を
更
な
る
新
し
い
竹
田
高
校
の
歴

史
・
伝
統
づ
く
り
に
１
２
０
周
年
事

業
を
大
い
に
力
と
し
て
い
き
た
い
と

の
時
代
に
生
き
た
20
代
前
半
の
青
年

の
道
半
ば
で
倒
れ
て
も
消
え
な
い
情

熱
と
彼
を
支
え
る
素
敵
な
人
達
を
見

事
に
演
じ
て
お
り
、
ま
た
抜
群
の
歌

唱
力
と
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
よ
る
瀧
廉

太
郎
作
曲
の
音
楽
が
当
時
の
情
景
を

彷
彿
さ
せ
る
よ
う
で
し
た
。

　

上
演
終
盤
で
は
会
場
の
あ
ち
こ
ち

よ
り
嗚
咽
も
聞
こ
え
、
最
後
に
「
花

（
組
歌　

四
季
）」
を
歌
い
終
え
全

員
が
壇
上
に
整
列
し
た
際
は
、
拍
手

喝
采
に
て
幕
は
閉
じ
ま
し
た
。

　

上
演
後
、
音
楽
劇
「
瀧
廉
太
郎
物

語
」
監
修
の
松
井
康
司
教
授
（
声
楽

家
）
よ
り
ご
あ
い
さ
つ
お
よ
び
「
荒

城
の
月
」
の
ワ
ン
フ
レ
ー
ズ
を
ご
披

露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

続
い
て
長
吉
泉
関
東
同
窓
会
相
談

役
の
ご
あ
い
さ
つ
と
乾
杯
の
あ
い
さ

つ
に
よ
り
懇
親
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　

総
会
開
始
か
ら
約
１
時
間
、
出
席

者
の
喉
は
乾
き
き
っ
た
状
態
で
し
た

の
で
乾
杯
の
ビ
ー
ル
は
格
別
に
美
味

し
く
、
ま
た
お
腹
も
空
っ
ぽ
の
よ
う

で
料
理
の
皿
の
前
に
は
長
い
行
列
が

で
き
て
い
ま
し
た
。

　

多
く
の
テ
ー
ブ
ル
で
久
し
ぶ
り
の

再
会
を
歓
ぶ
声
等
で
、
一
気
に
会
場

は
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
今
年
も
物
産

コ
ー
ナ
ー
の
「
荒
城
の
月
＆
三
笠

野
」
は
早
々
に
完
売
し
、
残
り
の
お

土
産
の
販
売
も
順
調
な
様
子
。

　

竹
田
高
校
現
役
生
の
協
力
（
人
文

字
）
も
い
た
だ
い
た
竹
田
の
空
撮
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
流
れ
る
故
郷
の
覚
え
の
あ
る

風
景
を
懐
か
し
そ
う
に
見
入
る
人
達
。

　

あ
っ
と
い
う
間
に
懇
親
会
も
終
盤

を
迎
え
、
今
回
参
加
い
た
だ
い
た
現

役
大
学
生
４
名
の
ご
あ
い
さ
つ
、
来

年
の
当
番
幹
事
へ
の
バ
ト
ン
タ
ッ

チ
、
校
歌
斉
唱
、
締
め
は
恒
例
の
ス

ト
ー
ム
を
会
場
一
杯
の
輪
に
な
り
力

強
く
歌
い
飛
び
跳
ね
て
懇
親
会
の
幕

が
下
ろ
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
昭
和
60
年
卒
と
し
て
当
番

幹
事
を
担
当
し
、
昭
和
50
年
卒
の
先

輩
方
の
親
身
な
ご
協
力
と
執
行
部
の

皆
様
の
適
切
な
ご
指
示
と
こ
の
懇
親

会
に
関
わ
っ
た
全
員
の
熱
意
に
よ

り
、
本
日
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

私
も
高
校
卒
業
と
同
時
に
東
京
に

来
て
30
年
、
初
め
て
関
東
同
窓
会
に

参
加
し
、
同
窓
の
皆
様
に
お
会
い
で

き
た
こ
と
を
と
て
も
う
れ
し
く
思
い

ま
す
。

　

ま
た
来
年
は
普
通
の
出
席
者
と
し

て
楽
し
い
同
窓
会
に
参
加
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

感動の記念イベント

音楽劇『瀧廉太郎物語』

桐朋学園芸術短期大学の卒業生が結成した「パフォーマンス集団・たまご」と「シュピール×
シュピール音楽劇ファクトリー」によって制作された音楽劇『瀧廉太郎物語』

監修の松井康司教授と演出の柴田千絵里さん

竹田高校同窓会・後藤会長
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30周年懇親会アルバム30周年懇親会アルバム

監　　修▶松井康司教授（桐朋学園芸術短期大学）
作・演出▶柴田千絵里
出　　演▶一平杏子　川越美樹　柴田友樹　中井沙織　長尾俊彦
　　　　　平井千尋　福島　梓　坂本明佳（歌）　藤原伊央里（ピアノ）
協　　力▶桐朋学園芸術短期大学、シュピール×シュピール音楽劇ファクトリー
　　　　　パフォーマンス集団・たまご［HP］http://tamago-land.jimdo.com

写真撮影：後藤 洋一（昭60年卒）、眞部 洋一（昭60年卒）、渕 雅美（昭50年卒）

▶ 

竹
田
か
ら
特
別
に
ド
ロ
ー
ン
撮
影
し
た
故
郷

の
映
像
が
送
ら
れ
て
き
て
上
映
。
在
校
生
に

よ
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
「
祝
30
周
年
」
の
人

文
字
に
会
場
で
は
「
ワ
ー
ッ
‼
」
と
歓
声
が

上
が
っ
た
（
ド
ロ
ー
ン
撮
影
：
北
條
誠
一
氏

＝
昭
52
年
卒
）

▲ 来年2017年懇親会の当番幹事の昭51年
卒のみなさんがあいさつ。こうして伝統
が連綿と受け継がれていく

▲ お約束の全員ストームで締めくくり。こ
の一体感は格別‼

▲ 現役大学生を含む卒業年次が平成のメン
バー。関東同窓会の未来を担っている

▲ 司会は当番幹事を代表して牧野浩志
さんと白坂亜紀さん（共に昭60年卒）

▲ 乾杯のご発声は初代会長の長吉泉
相談役

▲ 熊本大分地震の支援のために急きょ用意され
た寄付金箱が代表から首藤市長に託された

▶ 

今
年
は
う
れ
し
い
こ
と
に
在
京
の

現
役
大
学
生
が
４
名
参
加
し
て
く

だ
さ
り
、
壇
上
で
あ
い
さ
つ
し
て

く
れ
た
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昭
46
年
卒
生
は
関
東
同
窓
会
で
最

初
に
当
番
幹
事
を
担
当
し
た
平
成
14

年
以
降
、
毎
年
何
回
か
集
ま
り
親
睦

会
や
旅
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
久
住
登
山
と
竹
田
懇
親
会

に
14
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
今
年
は

屋
久
島
登
山
を
企
画
し
て
、
関
東
と

竹
田
か
ら
計
７
名
が
参
加
予
定
で
し

た
が
、
台
風
や
諸
般
の
事
情
に
よ
り

女
性
４
名
が
不
参
加
と
な
り
、
男
性

３
名
の
み
で
９
月
17
日
か
ら
２
泊
３

日
で
縄
文
杉
を
観
て
き
ま
し
た
。

　

微
妙
に
台
風
を
避
け
な
が
ら
早
朝

４
時
半
ホ
テ
ル
発
、
バ
ス
で
登
山
口

ま
で
行
き
、
ト
ロ
ッ
コ
道
を
辿
り
、

午
後
５
時
下
山
の
ハ
ー
ド
な
日
帰
り

コ
ー
ス
で
樹
齢
二
〇
〇
〇
年
以
上
の

翁
杉
、
ウ
イ
ル
ソ
ン
株
、
大
王
杉
、

　

11
月
４
日
〜
５
日
に
久
住
高
原
荘

に
お
い
て
私
た
ち
昭
和
41
年
卒
生
が

卒
業
50
周
年
を
記
念
し
て
同
級
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
そ
の
数

な
ん
と
91
名
!　

恩
師
・
森
清
三
郎

先
生
に
同
窓
会
・
後
藤
会
長
と
合
わ

せ
て
計
93
名
で
文
字
通
り
盛
大
に
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
ご
覧
の
よ
う
に

「
久
住
高
原
た
く
み
太
鼓
会
」
の
演

奏
も
あ
り
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
懇
親
会
の
翌
日
は
ゴ
ル
フ
・
コ

ン
ペ
に
10
名
、
久
住
山
登
山
に
12
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
若
い

若
い
‼　

時
間
の
た
つ
の
も
忘
れ
て

高
校
生
の
よ
う
に
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

会
長　

松
良　

修
二
（
昭
34
年
卒
）

　

こ
の
度
、
首
藤
竹
田
市
長
及
び
吉

野
教
育
長
か
ら
竹
田
高
校
関
東
同
窓

会
を
平
成
28
年
度
竹
田
市
及
び
竹
田

市
教
育
委
員
会
の
功
労
者
と
し
て
表

彰
す
る
旨
の
通
知
を
い
た
だ
き
、
11

月
3
日
に
開
催
さ
れ
た
表
彰
式
に
出

席
い
た
し
ま
し
た
。
市
長
表
彰
は
個

人
13
名
（
地
域
商
工
業
や
農
業
の
振

興
、
人
権
擁
護
、
環
境
保
全
、
住
民

の
健
康
増
進
な
ど
へ
貢
献
）
及
び
３

団
体
（
竹
高
関
東
同
窓
会
、
竹
田
南

高
校
、
城
原
地
区
活
性
化
協
議
会
）、

教
育
委
員
長
表
彰
は
個
人
4
名
（
無

形
文
化
財
や
ス
ポ
ー
ツ
振
興
へ
の
貢

献
）
及
び
神
楽
保
存
会
に
対
し
行
わ

れ
、
更
に
、
市
長
感
謝
状
が
文
化
交

流
や
市
街
地
振
興
に
対
し
4
名
の

方
々
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

関
東
同
窓
会
の
受
賞
事
由
は
「
ふ

る
さ
と
で
あ
る
竹
田
市
の
応
援
や
、

関
東
圏
へ
の
情
報
発
信
な
ど
、
市
の

文
化
・
観
光
振
興
に
貢
献
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。

　

思
い
が
け
な
い
受
賞
で
し
た
が
、

こ
れ
は
偏
に
関
東

同
窓
会
会
員
の
皆

様
全
員
の
不
断
の

活
動
に
よ
る
も
の

と
思
料
い
た
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
に

賜
り
ま
し
た
皆
様

の
ご
尽
力
に
心
よ

り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

は
厳
し
く
な

り
ま
し
た
の

で
、
来
年
は

別
企
画
に
し

た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

夫
婦
杉
、
縄
文
杉
な
ど
に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。
屋
久
島
は
一
年
の
半
分
が

雨
で
す
が
当
日
は
奇
跡
的
な
晴
天
に

恵
ま
れ
登
山
道
も
賑
や
か
で
し
た
。

　

還
暦
を
過
ぎ
て
体
力
的
に
も
登
山

平
成
28
年
度

竹
田
市
功
労
者
表
彰
式

出
席
報
告

ク
ラ
ス
会
・
同
期
会

屋
久
島
登
山

羽
田
野　

耕
一
（
昭
46
年
卒
）

竹
田
高
校
関
東
同
窓
会

竹
田
高
校
関
東
同
窓
会
がが

竹
田
市

竹
田
市
よ
り
よ
り
功
労
表
彰
‼

功
労
表
彰
‼

昭
41
年
卒
が
「
卒
業

50
周
年
記
念
同
級
会
」

を
盛
大
に
開
催

白
井　

幸
光 　
　
　

（
昭
41
年
卒
・
竹
田
市
在
住
）

（左から）羽田野耕一さん、久枝恭一
さん、広瀬秀樹さん

伊藤誠至実行委員長があいさつ

「久住高原たくみ太鼓
会」の演奏。同会は平
成10年に結成され、
久住に伝わる伝統太鼓
を復活させた

▶

◀ 後藤眞二同窓会長か
ら母校の近況報告

司会を務めた白井幸光さん
と磯部治子さん。よ～くご
覧ください。コスプレでは
ありません。二人そろって
母校の制服姿です
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竹
田
高
校
関
西
同
窓
会
が
平
成
28

年
９
月
10
日
、
30
数
年
ぶ
り
に
大
阪

第
一
ホ
テ
ル
６
階
の
モ
ナ
ー
ク
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
全
員
で
竹
田
高
校
校
歌

斉
唱
、
続
い
て
関
西
同
窓
会
首
藤
英

利
副
会
長
の
開
会
宣
言
の
後
、
本
田

健
三
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
本
田
会
長
は
会
の
開
催
を
祝

う
と
と
も
に
、「
こ
の
会
の
活
動
は

母
校
に
対
す
る
思
い
と
、
会
員
同
士

　

こ
の
度
の
地
震
で
被
災
さ
れ
た
方

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

竹
田
は
14
日
の
地
震
で
は
揺
れ
は

し
た
が
物
的
被
害
は
無
か
っ
た
。
16

日
の
地
震
で
は
、
市
役
所
内
に
災
害

対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
即
15
箇
所
の

避
難
所
に
大
勢
が
避
難
（
人
数
確
認

は
出
来
て
い
な
い
）、
道
の
駅　

す

ご
う
・
竹
田
共
満
杯
に
成
り
自
宅
周

辺
で
車
中
泊
す
る
避
難
生
活
を
送
る

こ
と
と
な
っ
た
。（
28
日
迄
）

　

又
、
貯
水
場
の
水
が
濁
り
竹
田
・

長
湯
地
区
で
は
２
日
間
給
水
に
頼
る

不
便
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。

　

何
が
怖
い
と
言
え
ば
、
夜
間
の
強

い
揺
れ
で
安
心
し
て
家
の
中
に
居
ら

れ
な
い
。
寝
て
ら
れ
な
い
こ
と
の
辛

さ
は
経
験
し
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
。
３
日
間
で
疲
労
の
局
地
に
達
し

た
。
強
い
揺
れ
を
懸
念
し
岡
城
址
登

が
年
代
を
超
え
て
親
交
を
深
め
る
場

で
あ
り
会
の
継
続
を
!
」
と
誓
い
ま

し
た
。

　

竹
田
高
校
同
窓
会
後
藤
眞
二
会
長

は
全
国
同
窓
会
活
動
と
竹
田
高
校
創

立
１
２
０
周
年
行
事
に
つ
い
て
、
竹

田
高
校
後
藤
輝
美
校
長
は
生
徒
数
の

減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
今
年

竹
田
市
の
新
生
児
が
１
０
０
名
し
か

い
な
い
こ
と
と
、
母
校
の
近
況
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
竹
田

高
校
生
徒
に
よ
る

ベ
ト
ナ
ム
研
修
旅

行
の
発
表
と
、
書

道
部
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

行
わ
れ
、
竹
田
高

校
関
西
同
窓
会
の

規
約
を
審
議
後
、

廣
瀬
明
さ
ん
（
昭

27
年
卒
）
の
乾
杯

で
懇
親
会
が
開
宴

と
な
り
ま
し
た
。

　

お
や
じ
バ
ン
ド

城
禁
止
、
歴
史
資
料
館
・
旧
竹
田
荘

の
拝
観
中
止
、
久
住
大
船
・
祖
母
傾

山
の
山
開
き
祭
の
中
止
等
、
史
跡
拝

観
・
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
が
相
次
ぎ
、

市
全
体
が
自
粛
ム
ー
ド
で
あ
っ
た
。

　

一
方
阿
蘇
地
区
の
報
道
基
地
と
し

て
市
内
の
ホ
テ
ル
に
全
国
紙
・
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
宿
泊
し
朝
夕
タ
ク
シ
ー
の
異
常

な
出
入
り
が
見
ら
れ
た
。（
Ｇ
Ｗ
迄
）

　

Ｇ
Ｗ
明
け
に
顕
著
に
な
っ
た
の
が

観
光
客
が
激
減
し
た
こ
と
で
す
。
南

阿
蘇
地
区
の
崩
落
で
熊
本
か
ら
の
進

入
路
が
と
ざ
さ
れ
、
黒
川
・
湯
布
院

の
周
遊
観
光
路
が
成
立
し
な
く
な
っ

た
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。
風
評
で
基

人
数
が
減
少
し
て
い
る
の
で
東
京
に

居
る
皆
さ
ん
が
身
近
な
処
か
ら
大
分

竹
田
の
旅
を
呼
び
か
け
て
い
た
だ
け

る
事
を
望
み
ま
す
。
竹
田
市
民
歓
待

い
た
し
ま
す
。

（
渡
辺
・
大
塚
＝
昭
53
年
卒
）
の
ギ

タ
ー
に
よ
る
弾
き
語
り
、
竹
田
が
生

ん
だ
プ
ロ
歌
手
西
み
ほ
さ
ん
（
昭
55

年
卒
）
の
歌
謡
シ
ョ
ー
、
松
竹
芸
能

平
川
せ
つ
子
さ
ん
に
よ
る
漫
談
〝
帰

ら
ん
ち
ゃ
よ
か
〞、
作
詞
・
作
曲
の

関
島
秀
樹
さ
ん
の
歌
謡
シ
ョ
ー
で
宴

も
た
け
な
わ
に
な
り
、
最
後
に
竹
田

高
校
同
窓
会
副
会
長
の
堀
幸
子
さ
ん

の
万
歳
三
唱
に
よ
る
中
締
め
で
無
事

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
１
日
、
竹
田
高
校
関
西
同
窓

会
の
今
回
の
反
省
会
を
開
き
、
次
期

開
催
を
２
０
１
７
年
９
月
23
日
と
し

全
員
で
協
力
を
誓
い
ま
し
た
。

　

竹
田
高
校
関

西
同
窓
会
再
出

発
開
催
に
当
た

り
、
同
窓
会
本

部
、
関
東
・
東

海
同
窓
会
の

方
々
の
ご
指
導

に
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

関　

西

同
窓
会

再
出
発
の
集
い
開
催

熊
本
大
分
地
震
の
被
害
に
つ
い
て

川
口
晃
生
（
昭
40
年
卒
・
竹
田
市
在
住
）

本田健三会長（昭41年卒）

書道部員によるパフォーマンス

竹田市挾田の「国天然記念物阿蘇火砕流堆積物」
の崖が９月に崩落していたことが確認され大き
なニュースになった。度重なる地震の影響を指
摘する声が多い

崩落前の写真＝共に北條誠一氏（昭52年卒・竹
田市在住）撮影
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老
舗
探
訪
も
佳
境
に
差
し
掛
か
っ

て
き
ま
し
た
。
４
回
目
は
但
馬
屋
老

舗
さ
ん
で
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　

但
馬
屋
の
創
業
は
文
化
元
年
（
西

暦
１
８
０
４
年
）
に
さ
か
の
ぼ
り
ま

す
。

　

初
代
但
馬
屋
幸
助
が
京
都
伏
見
の

駿
河
屋
の
和
菓
子
職
人
と
し
て
勤
め

て
い
た
と
こ
ろ
、
縁
あ
っ
て
岡
藩
に

召
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
岡
藩
で
は

御
用
商
人
の
町
、
上
町

の
商
人
板
井
右
太
郎
の

養
子
と
な
り
、
当
時
は

幸
三
郎
と
称
し
て
い
ま

し
た
が
、
初
代
但
馬
屋

幸
助
と
な
り
代
々
襲
名

す
る
こ
と
と
な
り
ま

御
用
に
陸
路
運
ば

れ
、
そ
の
他
は
長

崎
街
道
の
小
倉
か

ら
海
路
で
大
阪
の

市
場
で
高
価
取
引

さ
れ
ま
し
た
。
薩

摩
藩
の
専
売
品
で

あ
っ
た
国
内
生
産

の
砂
糖
は
、
そ
の
技
術

が
他
藩
に
も
広
が
り
、

全
国
の
大
名
た
ち
が
城

下
に
職
人
を
集
め
京
都

や
江
戸
の
和
菓
子
を
作

り
、
茶
会
を
盛
ん
に
い

た
し
ま
す
。
全
国
の
地

方
都
市
に
文
化
文
政
時

代
創
業
の
和
菓
子
の
老

舗
が
多
い
の
は
、
そ
う

い
う
時
代
背
景
が
あ
り

す
。
以
来
明
治
維
新
、
廃
藩
置
県
、

西
南
の
役
、
太
平
洋
戦
争
と
続
く
激

動
の
時
代
を
潜
り
抜
け
、
苦
渋
の
中

断
は
あ
っ
た
も
の
の
菓
子
業
一
筋
に

専
念
し
て
こ
ら
れ
た
の
は
奇
跡
の
よ

う
に
思
え
ま
す
。
そ
の
時
代
、
時
代

に
支
え
て
い
た
だ
い
た
方
た
ち
、
苦

難
に
耐
え
転
業
せ
ず
に
家
業
を
伝
え

た
先
祖
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

初
代
幸
助
は
但
馬
の
国
、
但
馬
県

朝
来
郡
（
現
朝
来
市
）
の
瀧
野
佐
兵

衛
（
屋
号
は
米
屋
、
米
穀
商
で
大
店

で
あ
っ
た
こ
と
が
長
栄
寺
様
に
寄
進

さ
れ
た
鐘
か
ら
想
像
で
き
ま
す
）
の

六
男
と
し
て
出
生
。
当
時
彼
の
地
か

ら
由
緒
あ
る
京
都
伏
見
の
駿
河
屋

（
秀
吉
の
伏
見
で
の
茶
会
に
登
用
さ

れ
、
日
本
の
練
羊
羹
を
創
製
し
た
名

店
）
に
奉
公
す
る
こ
と
は
、
よ
ほ
ど

の
ご
縁
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
お
寺
の

ご
住
職
は
言
わ
れ
ま
す
。
あ
る
日
駿

河
屋
の
当
主
が
有
馬
温
泉
に
投
宿
し

た
際
に
、
岡
藩
の
士
族
福
永
某
氏
と

出
会
い
和
菓
子
職
人
を
岡
藩
城
下
に

誘
致
し
た
い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
は
砂
糖
は
大
変
な
貴
重
品

で
、
長
崎
の
出
島
に
オ
ラ
ン
ダ
船
が

着
く
と
、
大
半
は
江
戸
城
の
大
奥
の

ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
期
に
但

馬
屋
幸
助
は
重
な
り
ま
す
。
当
時
の

暖
簾
に
は
「
御
練
羊
羹
司
」
と
大
書

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
三
笠
野
」
は
藩
主
の
奈
良
春
日

大
社
の
名
物
「
火
打
焼
」
体
験
か
ら

命
を
受
け
て
創
製
し
ま
し
た
。
幕
末

の
臼
杵
藩
の
奧
日
記
に
岡
藩
使
者
の

土
産
と
し
て
、
紀
州
徳
川
家
の
藩
校

長
の
妻
の
「
川
合
小
梅
日
記
」
に
病

気
見
舞
い
に
使
わ
れ
た
と
記
録
が
あ

り
ま
す
。
和
歌
山
は
岡
藩
小
河
家
と

の
ご
縁
が
あ
り
ま
す
。

　

創
業
以
前
の
資
料
に
上
町
に
但
馬

屋
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
但
馬
屋
で

は
西
南
の
役
で
焼
失
し
た
も
の
が
多

く
前
記
の
板
井
右
太
郎
の
屋
号
や
商

い
の
内
容
が
判
明
し
て
い
ま
せ
ん
。

旧
家
の
資
料
に
但
馬
屋
と
の
養
子
縁

組
の
記
録
も
あ
り
ま
す
が
、
初
代
幸

助
と
の
関
連
は
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　

二
代
目
幸
助
に
子
供
が
な
く
養
子

は
古
町
菱
屋
か
ら
縁
を
い
た
だ
き
、

養
女
に
は
秘
話
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。
あ
る
日
の
夜
明
け
前
、
店
の
門

先
に
生
後
間
も
な
い
幼
女
が
綾
の
布

と
お
福
に
包
ま
れ
て
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
傍
に
は
見
事
な
装
飾
を
さ
れ

た
懐
刀
と
娘
の
成
長
を
祈
る
か
の
よ

う
な
精
巧
な
幼
女
の
人
形
が
添
え
ら

れ
て
い
た
と
。
こ
の
こ
と
は
殿
町
の

北
条
家
の
伝
聞
に
も
合
致
し
て
い
ま

す
。
今
年
90
歳
に
な
る
叔
母
は
戦
前

ま
で
品
々
が
大
事
に
保
存
さ
れ
、
小

刀
は
戦
後
ア
メ
リ
カ
の
進
駐
軍
に
そ

の
他
の
刀
剣
類
と
と
も
に
供
出
さ
れ

た
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
三
代
目
幸
助
夫
婦
は
廃
藩
置

県
で
城
主
武
家
階
級
の
顧
客
を
失

い
、
西
南
の
役
の
戦
乱
に
店
、
家
屋

財
産
を
焼
失
（
持
ち
出
せ
た
の
は
お

位
牌
や
暖
簾
、
田
能
村
竹
田
の
「
三

笠
野
」
の
版
木
等
）
し
た
苦
難
を
潜

り
抜
け
、
焼
け
跡
に
明
治
10
年
12
月

に
再
建
さ
れ
た
の
が
現
在
の
本
店
で

す
。
木
材
や
大
工
の
不
足
す
る
中
、

一
部
に
壁
雲
寺
様
の
木
材
を
い
た
だ

き
天
井
板
に
、
指
物
大
工
の
手
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
と
普
請
帳
に
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
家
業
は
徐
々
に
盛

ん
に
安
定
期
を
迎
え
ま
す
。
明
治
35

但
馬
屋
老
舗　

板
井　

良
助
（
竹
田
高
校　

昭
和
42
年
卒
）

但
馬
屋
老
舗

但
馬
屋
の
歴
史

「
暖
簾
と
と
も
に
」
創
業
２
０
０
年
記
念
誌
よ
り

ふ
る
さ
と
名
所
紀
行

老
舗
探
訪 
そ
の
４

安政五年、城主中川久昭公か
ら賜った際のお膳の覚え書き

防空演習のあとで

旧店舗の写真（昭和39年の改装～平成21年8月以前の本店と創
業時の暖簾）

第52号　 臥　牛　 2016年（平成28年）12月1日（6）



　若い頃から旅が好きで写真も好きな私でしたが、仕事柄
なかなか休みが取れず、１年に数日間、休みをいただき竹
田で一人暮らしをしている母の家に帰るのが精一杯でした。
　今から７年ほど前のある時、銀座で旅行業を経営してい
る竹田高校の河野吉光先輩（昭42年卒）から声をかけられ、
初めて彩麗会写真撮影の旅に参加。
　第１回目はアフリカのモロッコでした。未知の国アフリ
カ・サハラ砂漠。世界遺産の町や村など撮影しながら移動
しました。デジタルではありますが一眼レフカメラを初め
て持つ私でしたので、しっかりカメラ指導が欲しかったの
ですが、同行しているプロのカメラマンには「電気屋のカ
メラは良く分からんからなー」とパナソニックのルミック
スを持つ私にそんな言葉を投げかけてくる始末でした。
　しかし、そんな事はそっちのけでシャッターを押し続
け、真冬のサハラ砂漠の夜明けなど素晴らしい写真が撮れ
ました。これが病みつきとなり、毎年のように写真撮影の
旅に参加する事になったのです。
　その後も、フランス、オーストリア、ポルトガル、ポー
ランド、そして昨年の撮影旅はドイツとチェコでした。
　この旅をプランニングしている先輩の粋な計らいで、ラ
イプツィヒ音楽演劇大学の近く旧市街地にひっそりと佇む

滝廉太郎碑を訪ねることが
でき、この碑を囲んで記念
写真を撮る事になりました。
　ボランティアで現地ガイ
ドをしていただいたケー
ル・クラウディアさんは、
早稲田大学卒業後、竹田市
に国際交流で３年間程住ん
でいた方でした。竹田との係わりが意外なところでわか
り、改めて感慨深い心に残る旅となりました。今後もこの
撮影旅は身体が動く間は続けたいと思っています。
（追記） 毎年作品展も行っていますので是非ご覧になって

いただけると励みになります。

年
帝
国
製
菓
競
進
会
、
全
国
菓
子
品

評
会
で
の
「
鶴
の
巣
籠
」「
三
笠
野
」

「
紅
羊
羹
」
等
の
表
彰
状
が
多
く
残

り
ま
す
。

　

四
代
目
幸
助
は
、
小
学
校
で
朝
倉

文
夫
と
同
級
で
上
級
生
に
瀧
廉
太
郎

や
佐
久
間
竹
浦
が
い
ま
し
た
。
戸
畑

の
明
治
専
門
学
校
へ
の
入
学
を
断
念

し
家
業
を
継
ぎ
ま
す
。
軍
国
主
義
が

色
濃
く
な
る
中
で
、
日
露
戦
争
の
傷

病
兵
の
た
め
に
栄
養
価
の
高
い
「
千

歳
木
」
を
創
製
し
小
倉
の
陸
軍
病
院

に
届
け
ま
す
。

　

父
大
助
は
五
代
目
に
な
り
ま
す
が

私
の
後
継
が
遅
れ
襲
名
せ
ず
に
54
歳

で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争

時
に
は
休
業
止
む
無
く
、
大
分
の
航

空
敞
に
通
う
以
外
は
竹
田
を
離
れ
る

こ
と
な
く
家
業
を
継
ぎ
ま
し
た
。
22

年
正
月
に
復
活
。
49
歳
で
病
に
倒
れ

る
ま
で
に
、
消
防
団
や
地
域
の
お
世

話
に
奔
走
し
て
い
ま
し
た
。
離
れ

（
現
茶
室
）
で
は
商
工
会
議
所
の
設

立
準
備
等
の
会
合
や
、
趣
味
の
謡
曲

や
邦
楽
、
野
球
仲
間
が
集
ま
り
酒
宴

を
楽
し
ん
で
も
い
ま
し
た
。
江
戸
時

代
か
ら
田
楽
火
鉢
や
「
猿
猴
」
と
呼

ば
れ
る
酒
杯
を
載
せ
て
差
し
出
す
板

状
の
道
具
が
あ
り
、
短
歌
や
俳
句
を

し
た
た
め
四
君
子
を
添
え
て
観
賞
し

合
う
、
竹
田
の
食
文
化
の
粋
と
思
わ

れ
ま
す
。
束
の
間
の
平
和
は
文
化
の

苗
床
の
よ
う
で
す
。

　

六
代
目
の
私
は
平
和
で
経
済
成
長

の
著
し
い
時
代
に
恵
ま
れ
、
先
代
の

死
後
、
母
、
叔
母
、
姉
の
お
か
げ
で

大
学
を
卒
業
し
菓
子
専
門
学
校
や
菓

子
店
で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
間
関
東
以
西
の
和
菓
子
屋
を
観

て
廻
り
、
城
下
町
の
文
化
の
中
に
育

ま
れ
た
和
菓
子
の
歴
史
と
役
割
を
認

識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
竹
田

の
茶
の
湯
や
能
楽
に
代
表
さ
れ
る
和

の
伝
統
文
化
の
環
境
に
育
ま
れ
、
感

謝
の
毎
日
で
す
。

　

お
陰
様
で
、
厳
し
い
審
査
や
ご
推

薦
を
い
た
だ
き
厚
生
労
働
大
臣
、
農

林
水
産
大
臣
、
大
分
県
知
事
表
彰
等

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
国
和
菓
子

協
会
の
末
席
の
副
会
長
や
県
芸
術
文

化
振
興
財
団
理
事
と
し
て
誠
に
微
力

で
す
が
そ
の
方
面
の
発
展
に
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
会
社
は

姉
、
妻
と
嫁
い
だ
娘
二
人
が
就
き
、

次
男
が
虎
屋
様
に
て
修
業
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。「
守
破
離
」。
次

世
代
は
大
分
、
竹
田
が
世
界
に
開
か

れ
誇
れ
る
よ
う
に
和
の
文
化
で
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
な
お

「
三
笠
野
」「
荒
城
の
月
」
は
経
産

省
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
商
品
に
認
定
さ

れ
、
今
年
1
年
間
（
瀧
記
念
館
と
）

本
店
に
立
ち
寄
る
予
定
で
し
た
（
ク

ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン
）【
な
な
つ
星
】（
の

車
内
）
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
関
東
同
窓
会
に
て
、
初

代
高
宮
会
長
の
も
と
情
熱
あ
ふ
れ
る

「
26
会
」
の
大
先
輩
と
「
竹
田
の
観

光
を
考
え
る
会
」
共
催
で
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ

と
。
佐
藤
会
長
の
も
と
創
立
20
周
年

の
際
に
竹
田
高
校
器
楽
部
を
お
招
き

い
た
だ
き
、
校
長
保
護
者
会
が
共
鳴

し
、
部
員
全
員
に
貴
重
な
感
動
体
験

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
。
関
係

者
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

故
郷
を
と
も
に
愛
す
る
竹
田
高
校

関
東
同
窓
会
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

昭和46年卒・保坂 斎
とき

子
こ

さん

旅と私
（廉太郎との出会い）

板井良助社長と京都・東京で修業中
の次男靖良さん（平19年卒）、ひと
み夫人（昭49年卒）

保坂斎子さん（後列左から４人目）
と河野吉光さん（後列左端）

碑文には日本語で次のように記されて
いる。（隣はケール・クラウディアさん）
「日本で敬愛されている作曲家、滝廉太
郎（1879-1903）は1901年から1902年
の間、フェルディナンド・ローデ通り
７番に住み、ライプツィヒ音楽院で学
んだ。短い生涯の中で数々の名曲を残
し、日本の近代音楽の扉を開いた業績
は永遠に輝き続ける。」

同窓生紹介
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懇
親
会
を
盛
大
に
、
そ
し
て
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
役
員
・
学
年
幹
事
、

そ
し
て
当
番
幹
事
の
昭
50
年
・
60
年

卒
の
皆
さ
ん
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
音
楽
劇
と
い
う
従
来
に

は
な
い
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
圧
倒
的

な
感
動
を
巻
き
起
こ
し
ま
し
た
。
早

く
も
「
こ
ん
な
盛
大
な
こ
と
に
な
っ

て
、
来
年
か
ら
ど
う
す
る
？
」
と
い

　

関
東
同
窓
会

の
30
周
年
記
念

と
な
る
総
会
・

う
気
の
早
い
心
配
の
声
が
聞
こ
え
た

ほ
ど
で
し
た
。
そ
ん
な
心
配
を
よ
そ

に
、
来
年
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
早

く
も
決
ま
っ
た
と
当
番
幹
事
さ
ん

た
ち
か
ら
速
報
が
届
き
ま
し
た
。
今

年
、
見
事
に
メ
ジ
ャ
ー
・
デ
ビ
ュ
ー

を
果
た
し
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
古
澤
剛
さ
ん
が
凱
旋
ラ
イ
ブ

を
披
露
し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
嬉
し

い
お
知
ら
せ
で
す
。
平
成
14
年
卒
の

33
歳
と
い
う
若
い
同
窓
生
の
活
躍
で

す
。
来
年
の
総
会
・
懇
親
会
は
若
い

世
代
に
積
極
的
に
呼
び
掛
け
て
、
関

東
の
新
し
い
時
代
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

●
連
絡
先
●

〒
１
８
１

０
０
０
３

東
京
都
三
鷹
市
北
野
２

３

22

（
広
報
委
員
長
）
衞
藤　

淳　

宛

TEL
：
０
９
０

９
１
５
９

７
２
３
１

FAX
：
０
４
２
２

４
３

７
７
６
２
mail to：etoj@hotmail.com

　今年の創立30周年記念総会の音楽劇
も感動的でしたが、早くも来年2017年
の総会・懇親会のアトラクションが決
定しまして話題になっています。
　我らが同窓生から今年、シンガーソ
ングライターとして見事にメジャーデ
ビューを果たした古澤剛

たけし

さん（平14年
卒）が、来年の関東同窓会で凱旋ライ
ブを行います。
　古澤さんは、現在33歳。双城中学か
ら竹田高校に進み、吹奏楽部に入部、
ギターでオリジナルソングを作曲、高
校３年生の時に「高校生ロック選手

（2017年当番幹事　飯田 良典・昭51年卒）

権」でグランプリを受
賞しました。卒業後、
福岡で学校に通いながらライブハウス
などで活動、25歳で上京しました。都
内でライブ活動を始め、これまで２枚
のアルバムをリリース。今年「仲間だ
ろ」が、ラグビーの五郎丸選手らが出
演するテレビのＣＭソングに起用さ
れ、話題になりました。
　ついに今年９月28日「COLOR」で
メジャーデビュー。大分合同新聞でも
取り上げられ「聴く人の耳に、心に、
ストレートに届くバラードナンバー」
と紹介されました。
　現在、㈱ロックオンカンパニー（太
田代表）に所属、ライブや「歌ワゴン、
日本全国仲間だろ」で全国を回り活動
の幅を広げています。
　また、復興支援のために各地を訪
れ、被災者の方々に歌で元気を届ける
活動にも積極的です。その活動ぶりは
「若き吟遊詩人」と評しても過言では

ありません。
　去る11月５日、その古澤さんのライ
ブを下北沢で体験してきました。会場
は満員、声量ある歌声で我々を魅了し
てくれました。演奏後の楽屋でのあい
さつで、彼も多くの同窓生と会えるの
を楽しみにしているとの事です。我々
も「同窓生は仲間やろ」と、古澤さん
を応援しましょう‼

編
集
後
記

菅　
　

圭
三　

様
（
昭
27
年
卒
）

平
成
28
年
２
月
18
日
没

工
藤　

謙
知　

様
（
昭
27
年
卒
）

平
成
28
年
６
月
26
日
没

吉
川　

恵
啓　

様
（
昭
30
年
卒
）

平
成
27
年
12
月
３
日
没

橋
本　

正
治　

様
（
昭
30
年
卒
）

平
成
27
年
12
月
18
日
没

落
合　
　

淑　

様
（
昭
37
年
卒
）

平
成
27
年
12
月
24
日
没

河
野　

忠
可　

様
（
昭
37
年
卒
）

平
成
28
年
２
月
24
日
没

尾
下
佳
代
子　

様
（
昭
42
年
卒
）

平
成
27
年
６
月
１
日
没

訃　

報

　

慎
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
、
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

物
故
者
御
芳
名

※ 

事
務
局
へ
連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
々

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

工
藤　

雄
司　

様
（
昭
34
年
卒
）

平
成
27
年
１
月
29
日
没

【
お
詫
び
と
訂
正
】

本
会
報
誌
『
臥
牛
』
第
51
号
（
２
０
１
６

年
４
月
発
行
号
）
に
掲
載
し
た
訃
報
に
ご

氏
名
表
記
に
お
い
て
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
深
く
お
詫
び
し
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ

き
改
め
て
告
知
い
た
し
ま
す
。

古澤剛熱唱ライブ 
IN 31回関東同窓会 が決定!

来2017年の総会予告

第第
3131
回
竹
田
高
校

回
竹
田
高
校
関
東
同
窓
会

関
東
同
窓
会

総
会
総
会
・・
懇
親
会

懇
親
会

日
時
▼
２
０
１
７
年
（
平
成
29
年
）

　
　
　

７
月
１
日
㈯

※
開
始
時
間
は
未
定（
正
午
前
後
の
見
込
み
）

会
場
▼
東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
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同
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加
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